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　　　　 中村　亜朱果 

　　　　 金融共済課

無事、成人を迎えることができました。

成人になるということは、責任が伴う

年齢でもあるので、今まで以上に気を

引き締めて仕事に励んでいきたいと思

います。

新成人紹介

氏　名

配属先

抱　負
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令和３年１月期子牛セリ市結果
　１月 11 日～ 12 日の２日間、ＪＡ宮崎中央家畜市場に於いて開催されました。

　今回のセリ市には、綾町より雌子牛 21 頭、去勢牛 42 頭、合計 63 頭が上場致しました。

　セリ市につきましては、前回に比べて 12,621 円安くで取引されました。

　畜産基盤維持の為に生産性向上並びに母牛更新が必要になりますので、優良繁殖雌の保留と導入に努

めましょう。購買者も宮崎中央家畜市場（綾町）特有の血統を望んで購買に来られますので、期待に沿

えるように指定交配を遵守し、耕富士・満天白清・勝光美中心の母牛群を構築できるように御協力下さい。

綾町価格

３町比較

価格対比

キャトルステーション

令和３年１月（めす）【種雄牛別】

令和３年１月（めす）【母牛別】

令和３年１月（去勢）【種雄牛別】

令和３年１月（去勢）【母牛別】

性　別 １日目 ２日目 全体平均 ＪＡ宮崎中央 差　額

雌 758,572 843,700 770,733 749,677  21,056

去　勢 829,335 802,604 813,423 837,740 -24,317

平　均 792,942 807,007 799,193 798,849     344

性　別 綾　町 国富町 差　額 高岡町 差　額

雌 770,733 735,429 35,304 784,467 -13,734

去　勢 813,423 817,050 -3,627 843,233 -29,810

平　均 799,193 777,188 22,005 813,850 -14,657

性　別 前　回 差　額 前年同期 差　額

雌 732,128  38,605 709,225 61,508

去　勢 859,287 -45,864 800,735 12,688

平　均 811,814 -12,621 751,270 47,923

性　別 頭　数 平　均 １日増体

雌 4 884,675 0.95

去　勢 23 772,200 0.87

平　均 27 788,863 0.88

順位 種 雄 牛 平均体重 平均日齢 平均価格

1 耕 富 士 270 288 789,258
2 秀 百 合 久 290 280 752,950
3 忠 高 盛 279 278 748,000
4 満 天 白 清 265 289 738,363
5 勝 光 美 267 284 733,734

6 秀 菊 安 249 285 717,383

7 義 美 福 263 288 704,433
8 秀 正 実 261 291 691,460
9 美 穂 国 277 289 682,629
10 第 ５ 安 栄 267 279 682,275
11 泰 美 国 195 285 513,700

順位 母 牛 系 統 平均体重 平均日齢 平均価格
1 秀 菊 安 267 292 777,642

2 美 穂 国 271 284 765,619

3 富 久 竜 273 289 741,675
4 勝 平 正 264 291 736,895
5 忠 富 士 272 286 736,814

6 耕 富 士 249 292 684,782

7 福 之 国 258 285 683,354

順位 母 牛 系 統 平均体重 平均日齢 平均価格
1 秀 菊 安 297 267 881,196

2 美 穂 国 288 270 858,478

3 富 久 竜 272 283 844,433
4 忠 富 士 285 268 825,794
5 耕 富 士 275 274 823,326

6 福 之 国 277 272 807,400

7 勝 平 正 282 272 802,224

順位 種 雄 牛 平均体重 平均日齢 平均価格

1 秀 百 合 久 290 269 905,300
2 耕 富 士 292 272 895,041
3 勝 光 美 278 265 836,026
4 満 天 白 清 286 273 825,056
5 秀 正 実 281 274 822,600

6 第 ５ 安 栄 275 267 818,767

7 忠 高 盛 288 278 783,750
8 義 美 福 276 274 760,192
9 美 穂 国 310 286 748,000
10 秀 菊 安 276 283 720,390
11 泰 美 国 267 282 686,400
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令和３年１月期綾町子牛品評会
　令和３年 1月 15 日（金）に国富町田尻（畜産センター）にて、２月期子牛品評会が開催されました。　

品評会には、各農家自慢の子牛を出品し、序列を競い合いました。今回の品評会には雌牛７頭の合計７

頭で審査が行われ、特に発育・体の深み・毛質など優れた子牛が多く出品されていました。

　その中で、首席を獲得されたのが雌牛で宮原支部の川上芳明さんが見事獲得されました。

雌　牛　の　部

等級 氏　名 血　統

優－１ 川 上　 芳 明 耕富士 × 美穂国 × 忠富士 × 日向国

優－２ 徳弘　孝一 耕富士 × 美穂国 × 福桜 × 安平

優－３ 大隈　哲宏 満天白清 × 美穂国 × 忠富士 × 福之国

優－４ 藤 元　 教 利 耕富士 × 美穂国 × 忠富士 × 福桜

１等 澤田　幸夫 満天白清 × 勝平正 × 美穂国 × 安平

１等 押田　和義 耕富士 × 美穂国 × 勝平正 × 福之国

１等 池田　竜則 秀正実 × 忠富士 × 安平 × 福桜

所有者　川上　芳明　さん

名　号　みえも　号

血　統　耕富士×美穂国×忠富士×日向国

雌　牛

残渣の処理に関する周知及び対策の徹底について（お願い）

　日頃より胡瓜黄化えそ病につきまして対策を講じて頂いておりますが、最近対策の緩みが見受けられ

るようになってきました。

　つきましては、下記事項につきまして対策の再徹底をお願い致します。

　胡瓜黄化えそ病対策は、自分の為でもありますが他の胡瓜生産者の為でもありますので、ご理解、ご

協力下さいますよう、よろしくお願い致します。

① 改植時又は収穫終了後のツル及び果実や整枝作業（摘葉・摘芯・芽かぎ・摘果）で生じる残渣をハウ

ス外に持ち出した場合には必ずビニール等で被覆を行う。ハウスより離れた場所であっても同様に被

覆を行う。

②ハウスより距離の離れた廃棄場に廃棄する場合については、移動の際は必ず被覆を行うようにする。

③残渣の片付けは速やかに行う。（いつまでも残渣がハウスに残っていないようにする）

　　　　　強風により被覆がめくれる又は、飛ばないようにして下さい。

　　　　　廃棄場所がどこであろうと、被覆を必ず行うようにする。

残渣の処理に関する対策事項

注 意

重 要

胡瓜黄化えそ病対策においての大切なことは・・・

　　　　　　　　　ハウス内に入れない

スリップスを　　　ハウス外へ出さない

　　　　　　　　　ハウス内外で増やさない

　　　　　　　　　ハウス外で広げない
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　日照時間も長くなり、促成では草勢が落ち着き始め、半促成につきましても摘芯及びつる下し栽培共

に形ができ、収穫量も安定すると考えられますが、寒い中での温みのある日が年明け以降数日あり、草

勢のコントロールが難しい状況が考えられます。長期予報では２月は平年並みの予報となっていますが、

近年は気温が高い傾向でありますので、高温・高夜温を想定された中でのハウス内管理を行って頂きま

すよう、よろしくお願い致します。

【促成及び半促成きゅうり】

　　つる下ろし栽培の場合は、力枝の伸び、雌花の開花位置を確認し、遮光・摘果作業及び温度・湿度

管理を行って下さい。力枝が伸び急ぐ場合には、夕方のハウス閉め（内ビニールも）を早く行わないよ

うに心掛け、湿度を抜く管理に努めましょう。実の回転が悪いようであれば早朝加温から午前中の温度

確保に努め、場合によっては最低夜温の変更を行いましょう。

　摘芯栽培につきましては、混み合うところを中心に摘葉作業を行い、採光性を優先して下さい。

　厳寒期は地温確保の為、温度を十分に確保することが大切です。午前中（13 時～ 14 時まで）を 30℃

目安でハウス内の温度確保を行って下さい。

　曇雨天時での午前中の温度確保は重要です。最低でも 23℃以上は強制加温を行い温度確保に努めて

下さい。また、天気が良くても外気温が上がらない日はハウス内の温度も上がりにくくなります。その

ような時も短時間ででも強制加温を行いましょう。

　管理作業は遅れず、潅水は日長が長くなるにつれ増やし、急な肥料切れが出ないよう日々の葉色には

注意しましょう。

【早熟きゅうりについて】

　定植前には活着のことを考え、十分な地温と土壌水分を確保しておきましょう。改植期間が

長いと地温低下を招きますので、定植前にはハウスを蒸し込み地温を上げるようにして下さい。 

　定植後、親枝の伸びが悪い場合や、側枝の発生が弱いようであれば、雌花の摘果・親枝摘芯位置の引

き下げ・早めのベットマルチを検討して下さい。

　作業遅れが出ないよう、管理して下さい。

　潅水については、少量多潅水を目標に肥料切れが出ないよう速効性の肥料を活用して下さい。品種に

よっては葉色の薄い系統品種がありますので、葉色には注意され追肥を行って下さい。

【肥料関係について】

　厳寒期は速効性の肥料を定期的若しくは葉色を見ながら、行いましょう。地温が低い場合や急な成り

込対策には有効です。また、葉面散布も効果的でありますので、定期的な散布に心掛けましょう。

　今年度作も根の張りが弱い傾向が十分考えられます、発根剤の使用も積極的に行っていきましょう。

場合によっては、灌注も検討して下さい。

　　速効性液肥：ＯＫＦ -１　２～３ｋｇ／ 10 ａ

　　葉面散布剤：メリット青　300 ～ 500 倍、　ベストⅡ　500 ～ 1000 倍

　　発　根　剤：新ＲＢパワー・新チャンス液　　２～３ﾘｯﾄﾙ／ 10 ａ　

　　アミノ酸液肥：アミハート　３～５ﾘｯﾄﾙ／ 10 ａ

【病害虫について】

　今年は、1 月からつる枯れ病が確認され、ウドンコの発生も多いようです。今後、多発傾向が考えら

れますので防除の際はかけムラの無いよう、しっかりと散布して下さい。また、ベト病・褐斑病及び、

スリップス・アブラムシの発生も見られますので、ローテーション防除に努め散布量も含めしっかりと

防除しましょう。

　　黄化えそ病対策

　黄化えそ対策は、春先に向けたスリップスの急激な増加を抑制するために下記の事項を再確認され、

対策を講じて下さい。

         

①ハウス内外の雑草除草対策

②スリップス増殖抑制のための農薬系統を考慮したローテーション防除（７日間間隔）

③粘着板の張替え又は追加設置（150 枚以上／ 10 ａ）

④発生株の早期抜根及び摘芯・摘葉・抜根株の適正処理（ハウス外持ち出しは被覆を行う） 

きゅうりこれからの管理について
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　生産者の皆さん毎日の作業お疲れ様です。２月の果樹園の管理は以下の通りです。

　１月の果樹管理は以下の通りです。

　１.かんきつ類全般

　　１）土壌改良

　　　　 根域を拡大し、果実の品質向上を目指し、土作りを行います。収穫前には土壌診断を実施し、

適正な種類、量の資材・肥料を施用しましょう。特に苦土が多い園地が見受けられます。多い

場合は苦土が未配合のセルカ等を施用しましょう。

　　　　①石灰類を投入し、土壌の酸性度を適正にします。（柑橘の目安：5.5 ～ 6.5）

　　　　②有機質投入により、土壌を柔らかくして、表層根を多くします。

　　　　 （堆肥等を主体に、ばらまかずまとめて施用します。２ｔ／ 10 ａ）

　　２）剪定、縮間伐

　　　 　 密植園では、結果層が上部に集中し、品質が低下し、収量が下がります。さらに、防除や収穫

の作業性も悪くなります。縮間伐を実施し、園地を健全に保ちましょう。また、内部まで光線

が入る様に剪定も実施します。

　　３）病害虫防除

　　　　 ミカンハダニは、近年抵抗性獲得が早く、有効な薬剤が少ないので、この時期にきちんと防除

しましょう。収穫の終了した品種は葉面散布（尿素 500 倍）も同時に実施し、樹勢回復を図り

ましょう。

　　　　　ハダニ・カイガラ類　　　ハーベストオイル　　　60 ～ 80 倍

　　　　　（樹勢の弱った樹には厳寒期の散布は避け、３月の発芽前に散布しましょう。）

　２.日向夏の管理

　　１）収穫準備

　　　・本格的な収穫が始まる前に園地内の片付け、除草等を実施し、収穫時の作業効率を上げましょう。

　　　・階段畑については、のり面の点検を行い、安全に収穫が行えるようにしましょう。

　　　・収穫機の点検を実施し、効率的に収穫作業が行えるように準備しましょう。

　　　・ 選果場では、異物混入等の事故発生予防の為、整理整頓を徹底し、鋏等の使用器具類について

は、数量管理を行いましょう。

　　２）病害虫防除

　　　・まもなく収穫期となるので、防除は必要時以外行わないようにして下さい。

　　　・防除を実施する場合は、使用基準を厳守して下さい。

　３.スイートスプリングの管理

　　１）樹勢回復

　　　　剪定後は、葉面散布を１週間間隔で３回程度実施し、樹勢回復を図ります。

　　　　　葉面散布　　　尿素　　500 倍

　　２）病害虫防除

　　　・かいよう病類似症予防の為、必ず発芽前に銅剤を散布しましょう。

　　　　かいよう病　　　ＩＣボルドー 66 Ｄ　　50 倍

　農薬の使用については、使用基準（適用作物、使用倍数、使用回数、収穫前使用日数、散布量等）を

守って使用して下さい。

果樹園の管理
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　毎日の管理作業、お疲れ様です。春作の作付け時期になりました。この冬は気温の低い傾向にあり霜

による凍傷害も心配されるところです。

　しばらくは強い冷え込みも予想され、寒暖の差の大きな天候は続きます。天候に応じた管理作業を行っ

て下さい。

　春作は品目によって収穫期が梅雨期と重なります。近年の降雨は短時間に大量に降ることが多く、排

水溝を設置しても排水が十分できない圃場も見られます。

　水はけの良い圃場の選定と深耕や有機物の施用等による排水性の向上・排水口の設置や降雨時の排水

状況の確認を行い、雨水の滞留による圃場内での作物の腐敗軽減に努めて下さい。

　寒暖の差が大きく、体調を崩しやすい時期でもありますので、健康に留意して管理作業に励んで下さい。

これからの管理

　気温が低く、軟白しにくい時期ですが、こまめに土寄せを行い、軟白部分を多くするように心掛けて

下さい。

　気温が高くなると、とう立ちしやすくなるため、収穫遅れのないよう出荷に心掛けて下さい。

　受入後、貯蔵中の腐敗が多いため、収穫を行う際は、雨上がり直後や土壌が湿っている場合は控えて

下さい。発病、枯死した葉等は可能な限り圃場外で処理して下さい。

　収穫が遅れると、ス入になりやすいので注意をお願いします。また、出荷後のクレームに、『菌核病』

がありますので、収穫時は傷つけないよう丁寧に取扱って下さい。土はなるべく落として出荷して下さい。

　品質維持のために、出来た製品は早めに出荷して下さい。

　異物混入が問題になりますので、風の強い日や乾燥、袋詰めの際は十分注意をお願いします。異物の

主なものは洗い機のブラシ、わら、紐、木の葉、ビニールシートの破片、髪の毛等です。大根の調整も

しっかり行って下さい。

　レタスは５℃以下で生育停止、0.4℃以下で凍害になります。トンネル栽培をしている圃場では、気

温が低くなるので、パオパオなどの保温材をトンネル内部に被覆すると凍害を防げます。日中は気温が

上がるため、パオパオは除去し、25℃以上にならないように温度管理を行って下さい。

　本年は長期予報では２月の気温は平年並みと予想されていますが、アブラムシやヨトウムシ等の害虫

による加害は見られます。圃場周辺の草が虫の発生原になることが多い為、除草や害虫の発生状況の確

認により、できるだけ予防的な薬剤散布を行って下さい。出荷先によっては防除で使用可能な資材が決

められていることがありますので、ご注意下さい。発生後の防除では品質低下になります。

　暖かくなると花蕾の肥大が早まります。

　花蕾の肥大が早いということは、緩みや黄化（花が開く）等の品質低下も早まり、収穫適期が短くな

ることになります。収穫遅れによる品質低下を防ぐため、適期の収穫を行って下さい。

　曇雨天が続くと花蕾の表面が黒っぽくなり、収穫後に腐敗するものが発生することがあります。出荷

前に、担当者と相談して下さい。

　種芋は 30 ～ 40 ｇ前後に切り、切り口を乾燥させて植付けを行って下さい。植付け後の湿害によ

り種芋が腐敗することもありますので、排水の良い圃場を選び、必ず排水溝と排水口を設けるよう

にして下さい。

　保温資材やワラなどをマルチの上にかけておくと寒さ対策になります。

春バレイショ

千切大根

露地野菜生産者のみなさまへ

白ネギ

人　参

サラダ (水田 )ごぼう

レタス

ブロッコリー
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　最も寒い時期の播種になりますので、播種後速やかにパオパオ等の保温資材による被覆を行って下さい。

　風の強い季節でもありますので、被覆資材は風ではがれないようしっかり留めて下さい。はがれや破れ

をそのままにしておくと、生育のばらつきやアブラムシ等害虫の侵入の原因になります。

◆病害虫対策◆

　暖かい時は、ハウスやトンネル内、露地でも害虫の発生が見られます。ハウス、トンネル内外の除草・

病害の被害部や害虫の初期の除去など予防策を必ず行って下さい。

　冷え込みが弱くなれば、害虫の動きが活発になる為、害虫の発生状況の確認、圃場内外の除草等環境整

備も行って下さい。

　収穫の準備や片付けを行っている圃場が周辺にある場合は注意をお願いします。

○アブラムシ

　～シルバーテープの設置（反射する光を嫌う性質を利用して寄せ付けない）

○ダニ・スリップス

　 ～茎や葉に付きますが、密度が少なく、作物の草勢が良ければ生育への影響は少ないと考えられます。

但し、増え始めると急激に密度が高くなるので、増えてからの防除は困難になります。早めの対策をお

願いします。

○コナガ類

　～粘着シートを使用し、誘引捕殺して下さい。作物に近い位置に設置すると効果的です。

　作物の生育が思わしくない場合は、土壌分析を行うことをお勧めします。

最近は露地の圃場も肥料が過剰に蓄積されている傾向が見られています。定期的に実施すれば、土壌の状

態の把握する為の参考になると思います。

　土壌分析を行う事により、圃場の土の状態が確認でき、施肥設計や追肥の参考にすることができます。

土壌分析は持ち込んだ土を乾燥させて行うため、結果が出るまで２週間程度かかりますので早めの提出を

お勧めします。採取土壌の提出は生産指導課又は開発センターまでお願いします。

　収穫・出荷前に栽培管理簿の提出をお願いしています。産直・外販に出荷される方は生産指導課・販売

課へ提出をお願い致します。開発センターへ直接提出を行うと管理内容の点検ができませんので必ず生産

指導課・販売課へ提出を行って下さい。

　また、栽培管理簿の未提出や遅れが増えています。必ず出荷前（７日前を目安に）の提出をお願いします。

　農協に出荷するため、露地野菜農家が使用するオレンジ色のコンテナの返却状況が年々悪くなっ

ており、収穫・出荷が集中する時期にはコンテナが不足します。

　収穫が集中する時期にコンテナがないと収穫・出荷ができない為、農家や選果場では作業ができず大変

困ります。

　農協出荷向け露地野菜用のコンテナを農協出荷以外で使用している、収穫出荷以

外の使用、または現在使用していないコンテナを保有されている方は大至急返却を

お願いします。

　ほんものセンターへの出荷用に使用する事もご遠慮下さい。

　職員による回収も行っていますので、情報の提供もお願い致します。

産直用コンテナは、露地野菜農家の応益負担により購入しています。産直に出荷していない方の利用は御

遠慮下さいますようお願い致します。

連絡先…生産指導課・販売課　（77-2216）

ご　連　絡

ごぼう



—9—

すくらむ 2 月号 .NO.285



—10—

すくらむ 2 月号 .NO.285



—11—

すくらむ 2 月号 .NO.285



—12—

すくらむ 2 月号 .NO.285



—13—

すくらむ 2 月号 .NO.285

令和３年２月　主な行事 Ａコープ
廃プラ
受入日

１ 月 ちょっきり市

２ 火 ビニール
（塩ビのみ）

３ 水 ポイント３倍セール

４ 木

５ 金

６ 土 ポイント５倍セール

７ 日

８ 月 成牛市 ちょっきり市
　&肉の日ポイント５倍

９ 火 定例理事会

10 水 ポイント３倍セール

11 木 子牛セリ市

12 金

13 土

14 日 　

15 月 子牛品評会
ちょっきり市
　&ポイント３倍セール

16 火 ポリ

17 水 ポイント３倍セール

18 木

19 金

20 土 ポイント５倍セール

21 日

22 月 ちょっきり市

23 火

24 水 ポイント３倍セール

25 木

26 金 理事会

27 土

28 日


